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か
つ
て
日
本
は
、
経
済
一
流
・
政
治
三

流
と
言
わ
れ
た
が
、
欧
米
諸
国
の
混
乱

も
あ
っ
て
、
国
際
政
治
現
場
で
の
日
本

の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
に
対
す
る
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
し
か
し
一

方
で
、
経
済
力
で
言
え
ば
、
将
来
価
値
を

生
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
は
著

し
い
。
未
来
へ
の
投
資
が
少
な
い
の
か
。

人
手
不
足
が
原
因
な
の
か
。
社
会
保
障

制
度
の
問
題
か
。
処
方
箋
を
示
し
断
行

す
べ
き
立
法
府
に
問
題
は
な
い
の
か
。 
 

■
国
会
改
革
は
必
須
だ 

国
会
は
、
平
成
も
終
わ
る
の
に
、
ま

だ
昭
和
感
が
漂
っ
て
い
る
。
国
会
の
質

は
、
議
論
と
そ
の
結
果
の
質
で
判
断
さ

れ
る
べ
き
だ
。
法
案
に
反
対
な
ら
中
身

で
議
論
す
べ
き
な
の
に
、
国
会
会
期
と

い
う
時
間
切
れ
を
狙
っ
た
質
疑
が
目
立

つ
。
や
り
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
会
質
疑
の
裏
側
で
大
勢
の
役
所

の
職
員
が
半
ば
徹
夜
で
作
業
を
し
て
い

る
こ
と
や
、
閣
僚
を
国
会
に
縛
り
付
け

本
来
業
務
の
遂
行
に
支
障
が
で
る
こ
と

も
改
善
す
べ
き
だ
（
防
衛
大
臣
が
典
型

例
）。
改
革
を
す
べ
き
点
は
ま
だ
ま
だ
多

い
。 

■
日
本
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
時
だ 

歴
史
を
振
り
返
る
ま
で
も
な
く
自
由

貿
易
は
国
際
秩
序
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
だ
。
逆
に
秩
序
が
保
て
て
初
め
て
真

っ
当
な
経
済
活
動
が
進
む
。
こ
の
好
循

環
を
生
む
た
め
、
日
本
が
自
由
貿
易
の

旗
手
と
し
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

べ
き
だ
。
国
際
世
論
を
形
成
で
き
る
立

場
に
な
れ
ば
、
個
別
的
な
外
交
課
題
も

解
決
し
易
く
な
る
。
例
え
ば
北
朝
鮮
。

戦
略
的
脅
威
と
い
う
意
味
で
は
全
く
変

わ
っ
て
い
な
い
。
韓
国
は
重
要
な
隣
国

だ
が
、
昨
今
、
日
本
に
対
す
る
一
方
的

な
強
硬
姿
勢
が
目
立
つ
。
中
国
と
の
政

治
関
係
は
好
転
し
て
い
る
が
、
国
際
社

会
か
ら
は
借
金
漬
け
外
交
な
ど
戦
略
的

野
心
の
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
を
巡
る
議
論
に

も
終
止
符
を
打
つ
べ
き
時
が
迫
っ
て
い

る
。
Ｅ
Ｕ
や
中
東
も
重
要
だ
。 

■
将
来
価
値
を
生
む
仕
組
み
が
必
要
だ 

未
来
の
価
値
創
造
に
は
研
究
開
発
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
。
企
業
の

業
績
は
総
じ
て
好
調
だ
が
、
未
来
へ
の

投
資
を
促
す
施
策
が
必
要
だ
。
現
在
の

研
究
開
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
投
資
の
政

府
目
標
は
、
政
府
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
、

民
間
３
％
だ
が
、
到
達
し
て
い
な
い
。

日
本
は
社
会
保
障
費
に
か
な
り
の
力
を

注
い
で
き
た
が
、
未
来
へ
の
投
資
を
行

わ
な
け
れ
ば
、
未
来
の
社
会
保
障
も
安

定
し
な
い
。
ま
た
、
研
究
開
発
成
果
を

社
会
実
装
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
議
員
立
法
で
、
大
学
や
研
究

開
発
法
人
が
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
て

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
生
み
育
て
る
仕
組
み
を

強
化
し
た
。
こ
れ
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

含
め
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
、
標
準

化
や
知
的
財
産
戦
略
な
ど
、
世
界
に
伍

し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
も
作
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
産
業
構
造
も
各
社
が

研
究
・
開
発
・
販
売
・
経
営
な
ど
全
部

自
社
で
行
う
自
前
主
義
・
垂
直
統
合
型

か
ら
協
業
分
業
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
型
に
変
質
す
べ
き
で
、
後
押
し

強
化
は
必
須
だ
。
特
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

な
ど
を
念
頭
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で

富
を
生
み
分
配
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。 

■
雇
用
市
場
の
改
善
が
必
要
だ 

 

い
い
大
学
出
て
、
有
名
な
大
手
の
会

社
に
入
り
、
終
生
そ
こ
で
働
く
。
こ
の

モ
デ
ル
は
も
う
過
去
の
も
の
だ
ろ
う
。

先
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主

旨
か
ら
も
、
雇
用
や
就
業
の
在
り
方
は

本
質
的
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
金
融
政
策
の
本
質
は
雇
用

の
改
善
だ
が
、
こ
れ
だ
け
労
働
市
場
が

タ
イ
ト
に
な
っ
て
も
賃
金
が
思
っ
た
ほ

ど
上
昇
し
な
い
の
は
、
雇
用
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
が
主
要
因
だ
。
労
働
市
場
の
流
動

性
を
高
め
る
べ
く
雇
用
規
制
の
改
善

が
必
要
だ
。
ま
た
、
入
国
管
理
法
が
改

正
さ
れ
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

が
限
定
拡
大
さ
れ
た
が
、
世
界
か
ら
見

た
日
本
の
労
働
市
場
の
魅
力
は
低
下

傾
向
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
魅
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。
全
て
の
産
業
で
生
産

性
を
高
め
る
施
策
を
断
行
し
、
ま
た
多

様
な
働
き
方
が
可
能
と
な
る
よ
う
雇

用
規
制
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
六
十
歳
を
超
え
て
も
働
き
た
い
と

考
え
る
人
が
八
割
を
超
え
る
現
在
、
働

け
る
人
に
は
働
け
る
環
境
を
整
え
る

の
が
政
治
の
役
割
だ
。
雇
用
保
障
と
し

て
の
定
年
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は

な
い
が
企
業
の
定
年
引
き
上
げ
を
促
す

仕
組
み
は
必
要
だ
。
退
職
の
自
由
は
当

然
だ
。
年
金
受
給
開
始
の
上
限
も
国
の

財
政
収
支
を
変
え
る
こ
と
な
く
広
げ
て
、

働
き
方
の
選
択
を
広
げ
る
べ
き
だ
。 

■
社
会
保
障
制
度
に
は
自
尊
心
を 

年
金
制
度
が
破
た
ん
す
る
と
思
っ
て

い
る
人
が
存
外
多
い
。
財
政
的
に
は
安

定
し
て
い
る
。
長
期
的
に
は
実
質
の
給

付
水
準
は
若
干
低
下
す
る
見
込
み
だ
が

払
い
込
み
保
険
料
よ
り
は
当
然
遥
か
に

多
い
。
将
来
の
若
者
支
援
の
た
め
の
新

た
な
仕
組
み
の
議
論
も
始
め
て
い
る
。

よ
り
問
題
な
の
は
、
医
療
介
護
の
分
野

だ
。
生
活
保
護
も
雇
用
保
険
も
そ
う
だ

が
、
社
会
保
障
制
度
の
原
点
は
保
険
だ
。

須
ら
く
給
付
す
れ
ば
制
度
は
成
り
立
た

な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
貰
わ
な
く
て
は

損
だ
と
思
わ
れ
る
制
度
を
改
善
し
、
貰

わ
な
け
れ
ば
得
だ
、
と
思
わ
れ
、
そ
れ

が
自
尊
心
に
繋
が
る
制
度
が
望
ま
し
い
。

例
え
ば
、
一
度
も
保
険
を
使
わ
な
け
れ

ば
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
か
、
保
険
を
使

わ
な
い
努
力
、
地
域
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
て
健
康
創
り
に
努
力
す
れ
ば

≪略歴≫昭和４３年１１月１日生まれ。さる年さそり座Ｏ型。丸亀在住・本籍豊浜。座右の
銘は先憂後楽。好きな作家は塩野七生と司馬遼太郎。坂出附属中（ブラバン）・丸亀高
校（テニス・器械体操）・東京工大卒・同大学院修士修了、後に東京大学博士号取得。
富士通研究所、米カリフォルニア大学バークレー校客員フェロー、東京大学産学官連携
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≪現在≫党外交部会長代理など。衆議院では安全保障委員会に所属。 
≪これまで≫政府では防衛大臣政務官など。党では安全保障・外交・財務金融・産業・
科学技術イノベーション・知的財産・宇宙・航空・農業・社会的事業など多くの政策立案に
従事。議員連盟では、人口減少対策・農村基盤整備議連ため池小委員会・和の住まい
議連・保険議連、証券議連、サービサー議連等の事務局を、また議員外交は、フランス・
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地元香川県の地域行事で 
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メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
な
ど
、
医
療
介
護
分

野
は
工
夫
次
第
で
持
続
可
能
な
具
体
的

制
度
設
計
は
可
能
だ
。 

■
官
民
二
元
論
を
排
し
新
価
値
創
造
を 

社
会
的
課
題
は
本
来
行
政
が
解
決
す

べ
き
だ
が
、
す
べ
て
に
手
が
届
く
訳
で

は
な
い
。
民
間
で
も
果
敢
に
事
業
化
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
成
功
し
て
い
る
例
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
社
会
的
事

業
だ
。
地
方
創
生
は
日
本
経
済
再
生
の

柱
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
地
方
に
は

こ
う
し
た
社
会
課
題
が
多
い
。
シ
ャ
ッ

タ
ー
街
、
農
産
品
六
次
産
業
化
、
健
康

創
り
な
ど
が
そ
う
だ
。
民
間
投
資
を
呼

び
込
み
官
民
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
透

明
か
つ
健
全
で
経
営
管
理
の
行
き
届
い

た
事
業
を
推
進
す
べ
き
だ
。
そ
れ
に
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
な
ど

も
含
め
、
従
来
の
よ
う
な
補
助
金
制
度

で
は
な
い
、
新
し
い
仕
組
み
が
必
要
だ
。

官
民
の
兼
業
連
携
も
一
部
解
禁
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。 

■
憲
法
改
正
に
向
け
た
議
論
の
加
速 

 

現
行
憲
法
は
人
口
減
少
や
国
際
政
治 

西讃地域は太宝会、中讃地域は大志会と
して、地域や日本のあるべき姿をご来場いた
だいた皆様と共に議論する会です。奮ってご
入会ご参加ください。 
・ 開催：年 2 回（基本 7 月と 11 月） 
・ 懇親会付きの勉強会 
・ 年会費 1 万円 
・ 現在 100 人前後が参加（会員数約 500） 
・ 事務所までご連絡いただければ入会申

込書をお届けします。 

時事問題や政治動向を大野独自の視点で
いち早く不定期で皆様にメールニュースとし
てお届けしております。入退会は自由で、も
ちろん無料です。ご関心のある方は是非お試
し下さい。 
お申し込みは、ご氏名（必須）、ご住所、会

社名、メールアドレス（必須）を添えて、「メー
ルニュース希望」と題して下記のアドレスまで
メールにてご一報ください。 

marugame@keitaro-ohno.com 

・ ポスター掲示や新聞配布等につき、地域
でお世話頂ける方を募集中です。 

・ ForumK の正規会員を下記の通り随時募
集中です（入会申込書有り）。 
➢ 法人特別会員 一口月１万円 
➢ 法人会員 一口年５万円 
➢ 個人会員 一口年１万円 

・ ご協力賜れば誠に幸甚です。宜しくお願
いします。詳しくはWEBか事務所にご一報
下さい。スタッフがご相談に上がります。 

共に汗を流した職員に見送りを受けての離任行事   河野太郎外務大臣と外交意見交換   エコノミスト吉崎達彦先生と経済談義        金融専門家と金融談義 

菅義偉官房長官を囲んでの自衛隊高級幹部会同        記者会見の様子            三豊市での人工知能×高専 Prj      イノベーションに関する議員立法 

ドゥテルテ比大統領を海上自衛隊護衛艦「かが」に迎えての防衛協力に関する艦内会談         詫間町で海の家地元談義        琴平町で農家と BBQ地元談義 

宇宙・サイバー・電磁波に関する関係機関との意見交換（左から JAXA・米宇宙軍・E-２C搭乗・電子装備研究所） 国交省との地元インフラ談義   丸亀本島での国政報告会 

小野寺大臣を囲んで丸亀支部研修会 

環
境
の
変
化
を
前
提
と

は
し
て
い
な
い
。
当
然

改
正
し
て
い
く
べ
き

だ
。
現
在
、
自
衛
隊
明

記
・
教
育
・
緊
急
事
態
・

選
挙
区
合
区
の
４
つ
が

主
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
が
、
人
口
減
少

社
会
に
対
応
し
た
改
正

も
必
要
だ
。
改
正
は
あ

く
ま
で
国
民
投
票
に
よ

る
。
立
法
府
は
発
議
を

す
る
だ
け
だ
。
た
だ
し
、

間
違
っ
て
は
い
け
な
い

の
は
、
憲
法
を
変
え
た

だ
け
で
バ
ラ
色
の
国
家

が
成
立
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
憲
法
を
土
台
に

真
っ
当
な
議
論
を
重
ね

て
実
効
力
の
あ
る
施
策

を
打
ち
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

だ
ま
だ
時
間
は
か
か

る
。 


